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トーラス型非中性プラズマトラップProto-RTでは，トロイダル磁気シヤー配位におけ
る非中性プラズマ閉じ込めの確立を目指した基礎実験が進められている． 
電子銃を入射源とする Proto-RT では，電子は入射後徐々に拡散・熱化し，最終的
には磁場配位と外部電場に応じて平衡状態に到達すると考えられる．前回までの発
表では，こうしたトロイダル磁気シヤー配位・内部導体を持つ系において，E?B ドリフト
流が支配的な非中性プラズマの平衡解析と制御方法について述べた[*]． 
 エミッシブプローブを用いて測定された Proto-RT のトーラス電子プラズマの二次元
ポテンシャル分布は，電子が本来のビーム軌道から拡散して分布している事を示して
いる．また，複数の電子ビーム入射角度に対して電位分布の磁場配位依存性を調べ
た結果，プラズマ分布には平衡計算結果と同様な傾向が見られる事が分かった． 
 また今回は，非中性プラズマの能動的な制御と特性改善を目的として，Proto-RT の
内部導体と中心軸導体上に電極を設置し，プラズマにDC外部電場を印加する実験を
試みている．各電極は互いに絶縁されており，それぞれ真空容器に対して電子銃の
加速電圧（2kV）と同程度の大きさまで電圧を印加する事が可能である．これまでに静
電プローブを用いた計測により，制御電極による外部電場がプラズマ中に浸透し，ポ
テンシャル構造に影響を及ぼし得る事を確認している． 
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